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小
嶋
山
観
覚
寺
縁
起 

清
水
寺
草
創
に
関
す
る
異
説 

 
 
 

 

 

解
説 笠

置
寺
に
関
す
る
文
献
に
大
和
小
嶋
山
観
覚
寺
縁
起
を
挙
げ
た
の
は
清
水
寺
の
発
祥
に
笠
置
寺
の
寺
域

が
深
く
絡
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。 

 

笠
置
寺
に
は
代
々
、
解
脱
上
人
の
墓
の
あ
る
東
山
の
谷
（
観
音
谷
と
い
う
）
に
流
れ
落
ち
る
滝
（
千
手
の
滝
と

い
う
）
か
ら
清
水
寺
本
尊
の
観
音
が
出
て
き
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

一
般
に
清
水
寺
の
草
創
に
つ
い
て
は
清
水
寺
縁
起
な
ど
か
ら 

 

宝
亀
九
年
（
七
七
八
）
小
嶋
山
寺
の
僧
、
延
鎮
が
観
音
の
夢
告
に
よ
っ
て
長
岡
京
よ
り
淀
川
に
い
た
る
。

こ
こ
で
金
色
の
水
が
流
れ
て
い
る
川
を
溯
っ
て
、
遂
に
山
城
愛
宕
郡
八
坂
郷
東
山
の
上
に
分
け
入
り
、
金

色
の
水
が
流
れ
出
で
て
い
る
滝
に
到
る
。
滝
の
上
に
草
庵
が
あ
り
、
観
音
の
化
身
で
あ
る
白
衣
の
居
士
・

行
叡
に
会
う
。
そ
の
遺
命
に
よ
っ
て
千
手
観
音
像
を
彫
造
、
居
士
の
旧
草
庵
に
奉
祀
し
た
こ
と
に
清
水
寺

が
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

そ
の
後
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
登
山
し
て
、
音
羽
の
滝
に
導
か
れ
て
延
鎮
に
滝
水
の
功
徳
、
観
音
の
慈
悲

を
論
さ
れ
、
妻
室
と
共
に
深
く
観
音
に
帰
依
し
て
子
ど
も
を
安
産
し
た
。
後
、
田
村
麻
呂
が
東
征
中
、
清

水
の
観
音
を
念
じ
、
観
音
の
化
身
、
地
蔵
菩
薩
と
昆
沙
門
天
の
応
援
を
う
け
て
東
征
を
成
功
さ
せ
た
報
恩

に
延
暦
十
七
年
（
七
九
八
年
）
自
宅
の
殿
舎
を
寄
進
し
て
仏
殿
と
し
、
延
鎮
上
人
と
同
心
合
力
し
て
本
尊
に

金
色
の
十
一
面
四
十
二
臂
千
手
観
音
、
両
脇
侍
に
地
蔵
菩
薩
・
毘
沙
門
天
を
奉
造
・
安
置
し
た
と
い
う
。 

  

一
方
そ
の
草
創
に
つ
い
て
は
、
登
場
人
物
は
同
一
な
が
ら
、
そ
の
場
所
に
異
説
が
あ
る
。
即
ち
延
鎮
の

出
所
の
大
和
小
嶋
山
観
覚
寺
縁
起
等
に
よ
る
と 

 

宝
亀
九
年
（
七
七
八
年
）
、
観
覚
寺
に
住
ま
い
す
る
延
鎮
が
、
木
津
川
上
流
に
観
音
の
霊
地
が
あ
り
、
こ
こ

に
住
ま
い
す
べ
し
と
の
行
叡
即
ち
観
世
音
菩
薩
の
夢
告
を
受
け
て
、
木
津
川
の
流
れ
を
遡
り
、
金
色
の
流

れ
の
支
流
を
上
が
っ
て
そ
の
水
源
に
至
り
滝
に
辿
り
着
い
た
。
延
鎮
が
辿
り
着
い
た
そ
の
側
に
草
庵
が
あ
り
、

そ
こ
で
久
し
く
延
鎮
を
待
っ
て
い
た
行
叡
に
行
き
会
う
。
行
叡
は
延
鎮
に
こ
の
地
に
住
む
こ
と
を
言
い
渡

し
て
東
方
に
姿
を
消
し
た
。 

延
鎮
が
こ
こ
に
住
ま
い
す
る
こ
と
五
年
、
時
に
延
暦
二
年
（
七
八
三
年
）、
坂
上
田
村
麻
呂
が
奈
良
よ
り
鷹

狩
り
に
き
て
木
津
川
東
山
で
延
鎮
の
草
庵
に
至
り
延
鎮
に
出
会
う
。
延
鎮
は
田
村
麻
呂
の
妻
の
病
を
加
持
の

符
に
よ
り
治
し
た
こ
と
か
ら
、
妻
は
そ
の
自
宅
を
寄
付
し
当
寺
の
仏
殿
と
し
た
。
そ
し
て
後
に
延
鎮
は
洛

東
に
観
音
寺
を
草
創
し
、
こ
れ
を
清
水
寺
と
名
付
け
た
と
い
う
。 

清
水
寺
の
正
史
で
は
当
然
前
者
の
清
水
寺
系
の
草
創
説
話
が
取
ら
れ
て
い
る
が
、
地
理
的
な
説
明
か
ら

す
る
と
後
者
の
説
、
ま
ず
笠
置
の
山
中
に
南
観
音
寺
が
草
創
さ
れ
、
京
都
遷
都
に
よ
っ
て
京
都
に
移
っ
た

と
い
う
説
が
説
得
性
に
富
む
。 

 
 

理
由
は 

 

一
、
笠
置
山
は
古
来
山
岳
修
行
の
霊
場
で
あ
り
、
山
岳
修
行
者
延
鎮
の
出
向
い
た
場
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し



い
。 

 
 

又
笠
置
は
実
忠
が
そ
の
龍
穴
よ
り
兜
卒
の
内
院
に
入
り
、
観
音
の
十
一
面
の
悔
過
を
も
た
ら
し
た
観
音

の
聖
地
で
あ
る
。 

 

二
、
笠
置
寺
東
山
は
当
時
平
城
京
に
住
ん
で
い
た
坂
上
田
村
麻
呂
が
、
奈
良
を
出
発
し
て
木
津
川
に
到
り
、

狩
猟
す
る
山
地
と
し
て
相
応
し
い
。
天
智
の
皇
子
の
狩
猟
説
話
や
笠
置
寺
草
創
に
も
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。 

 

三
、
観
覚
寺
縁
起
に
い
う
場
所
が
全
く
笠
置
に
相
応
し
い
。
観
覚
寺
縁
起
で
は
延
鎮
が
行
叡
に
会
う
の
が

「
木
津
川
上
方
の
観
自
在
尊
の
霊
地
」
と
笠
置
寺
を
想
起
さ
せ
る
。
笠
置
山
か
ら
谷
（
今
も
観
音
谷
と
い
う
）

を
隔
て
た
東
山
に
千
手
滝
が
懸
か
っ
て
い
る
。
そ
の
上
流
に
平
地
が
あ
り
笠
置
寺
の
所
有
に
属
し
て
い
て

農
地
改
革
で
手
放
す
迄
、
稲
作
を
行
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
坊
が
あ
っ
た
証
拠
と
み
て
良
い
。
笠
置
寺
で
は

古
来
よ
り
京
都
清
水
寺
の
本
尊
観
世
音
菩
薩
が
こ
の
滝
か
ら
出
現
し
た
と
代
々
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
作
ら
れ
た
観
音
堂
こ
そ
、
坂
上
田
村
麻
呂
の
妻
が
寄
付
し
て
仏
殿
と
し
た
自
宅
（
南
観
音
寺
）
で
な

い
の
か
。
そ
し
て
後
に
田
村
麻
呂
が
洛
東
に
東
観
音
寺
（
現
在
の
清
水
寺
）
を
草
創
し
、
こ
れ
に
清
水
寺
と
名

付
け
た
の
で
な
い
か
。 

 

四
、
清
水
寺
縁
起
で
は
淀
川
に
金
の
流
れ
が
あ
り
、
こ
れ
を
辿
っ
て
山
城
国
愛
宕
郡
八
坂
郷
東
山
の
滝
に

到
っ
た
と
あ
る
が
、
京
都
、
大
阪
の
県
境
付
近
の
大
山
崎
で
淀
川
は
南
か
ら
木
津
川
、
東
北
か
ら
宇
治
川
、

北
か
ら
保
津
川
が
合
流
す
る
。
京
都
方
面
に
溯
る
保
津
川
は
支
流
と
し
て
東
に
鴨
川
を
分
け
る
が
、
こ
の

鴨
川
へ
支
流
と
し
て
東
山
周
辺
か
ら
清
水
寺
を
流
れ
下
る
顕
著
な
川
は
存
在
し
な
い
。 

こ
れ
に
反
し
て
笠
置
寺
東
山
一
帯
は
観
覚
寺
縁
起
に
よ
る
木
津
川
上
流
、
滝
、
観
音
谷
、
す
べ
て
が
こ

の
縁
起
に
地
形
的
に
も
一
致
す
る
。
清
水
寺
は
笠
置
山
東
山
に
そ
の
草
創
を
求
め
る
所
以
で
あ
る
。 

 

五
、
宝
亀
十
一
年
に
坂
上
田
村
麻
呂
が
余
暇
を
得
て
都
（
平
城
京
）
を
出
て
東
山
に
て
遊
猟
を
す
る
が
（
清
水

寺
縁
起
）
、
何
故
は
る
か
京
都
東
山
ま
で
行
く
の
か
。
奈
良
の
北
東
の
笠
置
寺
に
は
天
智
天
皇
の
皇
子
が
鹿

狩
り
に
き
た
由
緒
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
当
時
既
に
霊
山
、
深
山
と
し
て
名
高
い
笠
置
山
を
素
通
り
し
て

何
故
京
都
ま
で
足
を
伸
ば
す
必
然
性
が
存
在
す
る
か
、
ど
う
み
て
も
飛
躍
が
あ
る
。 

 

六
、
鎌
倉
初
期
に
笠
置
山
に
入
山
し
た
貞
慶
は
建
仁
元
年
に
東
山
観
音
堂
修
理
勧
進
状
を
記
す
。
こ
の
東

山
観
音
堂
修
理
勧
進
状
に
よ
れ
ば
、
貞
慶
が
入
寺
し
た
頃
に
は
東
山
観
音
堂
は
既
に
破
損
し
て
い
た
た
め
、

貞
慶
は
こ
の
堂
舎
の
修
理
を
願
っ
て
勧
進
を
行
っ
た
。
貞
慶
の
笠
置
寺
入
山
は
建
久
四
年
（
一
一
九
三
年
）

で
、
そ
の
頃
既
に
破
損
し
て
い
た
東
山
観
音
堂
の
完
成
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
勧
進
状
が
現
存
す
る
以

上
、
そ
の
存
在
は
否
定
し
得
な
い
。
上
述
の
通
り
、
こ
の
東
山
観
音
堂
こ
そ
延
鎮
に
関
係
す
る
観
音
堂
と

み
て
問
題
な
か
ろ
う
。 

貞
慶
は
修
理
の
な
っ
た
観
音
堂
で
谷
を
隔
て
て
正
面
す
る
弥
勒
像
を
遠
望
し
て
弥
勒
信
仰
を
深
め
る
と

と
も
に
、
こ
の
聖
地
で
観
音
信
仰
を
も
深
め
て
い
っ
た
。
こ
こ
は
晩
年
、
貞
慶
が
笠
置
寺
を
出
て
補
陀
洛



山
海
住
山
寺
で
観
音
信
仰
を
深
め
る
に
至
っ
た
契
機
と
も
な
っ
た
記
念
す
べ
き
場
所
で
あ
る
。 

 

七
、
さ
ら
に
鎌
倉
時
代
の
笠
置
寺
住
侶
で
あ
っ
た
宗
性
は
貞
慶
の
勧
進
で
修
復
さ
れ
た
観
音
堂
を
も
っ
て

観
音
の
霊
地
と
し
た
。
宗
性
は
東
山
観
音
堂
の
啓
白
文
を
草
し
て
い
る
（
春
華
秋
月
抄
奥
書
）。
文
暦
二
年

（
一
二
三
五
年
）
二
月
、
笠
置
寺
に
暴
漢
が
乱
入
し
て
房
舎
が
破
損
さ
れ
住
侶
が
殺
害
さ
れ
る
椿
事
が
起

き
た
際
も
、
東
山
に
逃
れ
て
そ
の
後
柳
生
経
由
で
東
大
寺
へ
避
難
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
観
音
堂
は

元
弘
の
役
で
焼
失
し
て
そ
の
後
は
再
建
さ
れ
る
事
は
な
か
っ
た
。
江
戸
時
代
の
絵
図
面
に
も
そ
の
記
載
は

な
い
。
前
述
の
と
お
り
、
跡
地
は
田
と
な
り
、
第
二
次
大
戦
後
は
山
林
に
戻
っ
て
い
っ
た
。 

 
 

 

以
上
に
つ
い
て
は
、
逵
日
出
典
氏
の
奈
良
朝
山
岳
寺
院
の
研
究
（
名
著
出
版
）
に
よ
る
処
が
多
い
。 

 

小
嶋
山
観
覚
寺
縁
起 

原
文 

和
州
高
市
郡
子
島
山
観
覺
寺
報
恩
法
師
之
開
基
也
其
地
以
子
島
邑
号
子
島
寺
也
報
恩
年
十
五
歳
而
離
家
三

十
面
入
吉
野
山
持
観
音
呪
而
四
五
年
之
間
早
得
霊
威
天
平
正
寶
四
年
帝
不
豫
詔
恩
令
加
持
帝
病
即
愈
桓
武

帝
在
長
岡
宮
時
嬰
沈
痾
巫
医
萬
方
不
効
又
詔
恩
令
加
持
恩
入
宮
中
持
観
音
大
悲
呪
五
十
遍
而
宮
中
大
動
観

自
在
菩
薩
形
於
殿
上
帝
疾
立
愈
賞
賜
甚
厚
不
幾
而
潜
反
山
帝
詔
内
臣
舁
鳳
輦
追
迎
于
路
恩
謝
而
不
乗
徒
歩

而
帰
矣
天
平
宝
字
四
年
三
月
和
州
高
市
郡
子
島
邑
神
祠
之
畔
建
物
伽
藍
安
置
一
丈
八
尺
観
音
像
及
四
天
王

像
号
曰
子
島
寺
今
改
為
子
島

山
事
見
于
下

報
恩
之
徒
延
鎮
継
師
業
而
居
此
寺
宝
亀
九
年
四
月
八
日
夢
中
告
鎮
云
汝
信
観
音
数

年
自
是
上
木
津
川
上
方
有
観
自
在
尊
之
霊
地
到
此
所
可
住
居
云
々
夢
覚
而
不
知
其
人
鎮
思
惟
仏
説
曰
八
月

十
八
日
観
音
有
縁
之
日
也
然
則
観
音
所
告
也
則
往
木
津
川
沂
流
一
支
川
有
金
色
之
流
到
其
水
源
有
滝
水
傍

有
草
廬
白
髪
老
翁
座
焉
鎮
問
何
人
哉
翁
曰
吾
名
行
叡
雖
補
陀
落
之
教
主
也
為
度
生
分
身
而
此
来
也
吾
待
汝

久
而
汝
来
焉
吾
住
此
地
七
百
歳
為
守
護
帝
城
利
益
衆
生
口
誦
千
果
焉
汝
可
レ

住
此
地
也
言
終
出
行
東
方
也

鎮
住
于
此
五
年
于
時
延
暦
二
年
坂
上
田
村
麿
自
奈
良
出
致
木
津
川
東
山
而
放
鷹
致
鎮
草
庵
而
問
其
行
法
鎮

告
持
観
音
名
号
坂
氏
信
其
行
且
語
其
妻
三
善
氏

高

子

之
病
痾
請
鎮
令
加
持
鎮
令
其
婦
持
観
音
之
名
号
与
加
持
之
符
高

子
病
患
速
癒
高
子
信
悦
而
寄
附
自
宅
謂
田
村
而
成
当
寺
之
仏
殿
然
後
延
鎮
草
創
洛
東
観
音
寺
名
清
水
寺
以

子
島
山
名
南
清
水
寺
鎮
北
遷
之
後
其
徒
相
承
而
守
此
寺
矣 

 

読
み
下
し
文 

（
前
略
） 

 

宝
亀
九
年
（
七
七
八
年
）
四
月
八
日
、
告
げ
て
云
う
、「
汝
、
観
音
を
信
ず
る
こ
と
数
年
な
り
。
是
よ
り
上
、

木
津
川
の
上
方
に
観
自
在
尊
の
霊
地
有
り
。
此
の
所
に
到
り
て
住
居
す
べ
し
」
と
云
々
。 

 

夢
覚
め
て
其
の
人
を
知
ら
ず
。
鎮
思
惟お

も

う
に
、
仏
説
に
曰
く
、
八
月
十
八
日
は
観
音
有
縁
の
日
也
。
然

れ
ば
則
ち
、
観
音
の
告
げ
る
所
也
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

則
ち
木
津
川
に
往
き
て
流
れ
を
沂
る
。
一
支
川
に
金
色
の
流
れ
有
り
。
其
の
水
源
に
到
る
に
滝
水
有
り
。



傍
ら
に
草
廬
有
り
て
白
髪
の
老
翁
座
す
。 

 

鎮
問
う
「
何
人
や
」。 

 

翁
曰
く
「
吾
が
名
は
行
叡
。
補
陀
落
の
教
主
也
と
雖
も
、
度
生
（
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
）
が
為
に
分
身
に

て
此
に
来
た
る
也
。
吾
汝
を
待
つ
こ
と
久
し
。
而
し
て
汝
来
た
る
。
吾
此
の
地
に
住
ま
う
こ
と
七
百
歳
。

帝
城
を
守
護
し
、
衆
生
を
利
益
せ
ん
が
為
、
口
に
千
果
を
誦
す
。
汝
此
の
地
に
住
ま
う
べ
し
」
と
。
言
終

わ
り
、
出
て
東
方
に
行
く
。 

 

鎮
此
に
住
ま
う
こ
と
五
年
、
時
に
延
暦
二
年
、
坂
上
田
村
麿
、
奈
良
よ
り
出
て
木
津
川
の
東
山
に
致
り

て
鷹
を
放
つ
。
鎮
の
草
庵
に
致
り
て
、
其
の
行
法
を
問
う
。
鎮
観
音
の
名
号
を
持
ち
て
告
ぐ
。
坂
氏
其
の

行
を
信
ず
。
且
つ
其
の
妻
三
善
氏
高
子
の
病
痾
を
語
り
、
鎮
に
請
い
て
加
持
せ
し
む
。
鎮
其
の
婦
を
し
て

観
音
の
名
号
を
持
せ
し
め
、
加
持
の
符
を
与
う
。
高
子
の
病
患
速
や
か
に
癒
ゆ
。 

 

高
子
信
悦
し
て
自
宅
を
寄
付
し
、
田
村
に
謂
い
て
、
当
寺
の
仏
殿
と
成
す
。
然
る
後
、
延
鎮
洛
東
に
観

音
寺
を
草
創
し
、
清
水
寺
と
名
づ
け
、
子
島
山
を
以
て
南
清
水
寺
と
名
ず
く
。
鎮
北
遷
の
後
、
其
の
徒
相

承
じ
て
此
の
寺
を
守
る
。 

（
下
略
） 

 

清
水
寺
縁
起 

大
学
頭
明
衡
朝
臣
（
平
安
時
代
中
期
）
の
貴
族
） 

抑
昔
有
二

一
聖
人
一

名
曰
延
鎮
．
蓋
報
思
大
師
入
室
弟
子
也
、
六
時
三
昧
之
行
年
久
。
弘
法
利
生
之
願
日
積
。

着
二

蘿
衣
一

以
出
二

聚
落
一

杖
二

木
叉
一

以
入
二

山
林
一

宝
亀
九
年
四
月
八
日
抖
擻
之
次
。
尋
到
二

勝
地
一

是
則
山

城
国
愛
宕
郡
八
坂
郷
東
山
之
麓
也
。
翠
嶺
囲
繞
。
自
移
二

炉
峯
之
雲
一

。
瀑
泉
飛
流
。
如
レ

倒
二

銀
漢
之
浪
一

。

渓
辺
有
二

草
庵
之
居
一

。
庵
中
有
二

白
衣
之
人
一

。
延
鎮
聖
人
問
云
。
居
士
住
レ

此
経
二

幾
年
一

哉
。
名
姓
爲
レ

誰
。
年
齢
不
レ

審
。
居
士
云
。
名
乃
行
叡
。
性
在
二

隠
遁
一

心
念
二

大
悲
観
音
一

日
誦
二

千
手
眞
言
一

棲
二

居
此
地

一

。
久
避
二

喧
囂
一

露
往
霜
来
。
齢
及
二

二
百
一

言
談
未
レ

畢
。
居
士
忽
失
。
延
鎮
驚
二

事
之
希
有
一

悟
二

地
之
霊

勝
。
止
二

宿
庵
中
一

練
二

行
瀧
下
一

爰
大
納
言
坂
上
卿
。
遊
獦
之
次
。
欲
レ

飲
冷
水
一

尋
得
二

飛
泉
一

相
二

會
延
鎮

一

殊
以
帰
依
。
便
占
二

件
地
一

可
レ

建
二

伽
藍
一

之
由
。
言
約
己
畢
。
延
暦
十
七
年
七
月
二
日
。
延
鎮
聖
人
與
二

坂
大
将
軍
一

同
心
合
レ

力
。
始
奉
レ

造
金
色
十
一
面
四
十
手
観
世
音
菩
薩
像
一

仮
造
二

宝
殿
一

所
レ

奉
二

安
置
一

也
。

号
二

清
水
寺
一

又
名
二

北
観
音
寺
一

也
。
同
廿
四
年
。
奏
二

請
寺
地
一

永
以
施
入
。
便
以
二

茲
寺
一

為
二

栢
原
天
皇

御
願
一

矣
。
大
同
二
年
。
亜
相
宗
室
三
善
命
婦
壊
二

運
寝
殿
一
。

建
二

立
佛
堂
一

。
康
平
七
年
八
月
十
八
日
焼
失
。

同
十
一
月
三
日
造
畢
云
。 

 

東
山
観
音
堂
修
理
勧
進
状 

 

讃
仏
乗
鈔
（
金
沢
文
庫
所
蔵
） 

 

こ
の
東
山
観
音
堂
修
理
勧
進
状
に
よ
れ
ば
、
貞
慶
が
入
寺
し
た
頃
に
は
東
山
の
観
音
堂
は
既
に
破
損
し

て
い
た
た
め
、
貞
慶
は
こ
の
堂
舎
の
修
理
を
願
っ
て
勧
進
状
を
記
し
た
。 

 

笠
置
寺
沙
門
某
敬
白 



請
蒙
諸
衆
助
成
修
理
当
山
千
手
観
音
堂
舎
破
損
状 

 

右
功
徳
善
根
其
道
雖
多
修 

理
堂
舎
利
益
尤
大
也 

三
宝
住
世
為
本
之
故
也 

依
之
昔
羅
漢
過
洛
見 

一
貧
児
其
寿
已
尽
残 

僅
三
日
其
児
以
木
葉 

戯
作
堂
形
延
寿
六
十 

年
、
又
余
地
国
王
修
理
古 

寺
得
寿
三
十
年
又
昔 

有
人
造
堂
傍
人
施
一 

石
以
為
礎
依
其
功
徳
即 

生
天
上
堂
壊
之
耕
田 

主
人
堀
石
欲
捨
爾
時 

彼
天
人
所
住
宮
殿
忽
震 

動
天
即
下
人
間
與
宝 

買
石
重
造
彼
堂
然
則 

貧
子
所
作
木
葉
雖
怪 

能
延
寿
命
国
王
福
力
修 

造
雖
易
猶
為
大
善
施 

地
上
之
石
尚
成
天
上
之
果 

報
加
蔵
中
之
宝
定
遂 

浄
土
之
往
生
爰
我
山
者 

天
造
霊
像
権
者
留
聖 

跡
一
天
之
下
四
海
之
中
名
所 

之
霊
地
也
其
東
山
峯
上 

有
往
古
堂
舎
安
置
白
檀 

千
手
観
音
故
老
伝
云
醔 

父
恵
之
所
造
也
但
未
知
定 

説
而
建
立
年
古
破
損
同 

久
仏
像
欲
朽
悲
而
有
余 

某

宿
縁
令
然
雖
及
伝
領 

金
無
依
姑
不
能
修
造
若 

信
心
之
人
有
御
助
成
者
以
千 

手
定
摩
其
頂
以
千
眼 

必
照
其
志
二
世
善
願
何 

望
不
満
且
報
先
師
恩
且 

謝
父
母
徳
小
僧
以
之
願 

為
人
身
之
貯
是
一
山
之 

悦
六
道
之
助
也
仍
勧
進
如
件
、 

建
仁
元
年
五
月
日 

 
 

御
眞
筆
草
本
書
之 

                           



弥
勒
如
来
感
応
抄
第
一
奥
書 

宗
性 

文
暦
二
年
二
月
八
日
酉
時
於
笠
置
寺
東
谷
房
抄
之
畢
、 

抑
宗
性
自
去
寛
喜
二
年
之
秋
不
図
参
籠
此
霊
地
以
降
深
馮 

慈
尊
之
引
接
偏
楽
兜
卒
之
往
生
之
間
常
卜
当
山
幽
閑
之
居 

専
祈
後
世
得
脱
之
旨
其
中
去
年
青
陽
之
始
当
山
居
住
之
時 

慇
発
検
訪
経
論
伝
記
章
疏
之
説
抄
出
弥
勒
如
来
感
応
之
文 

之
願
兼
以
祖
師
上
人
御
製
作
為
本
弥
勒
讃
嘆
之
私
記
兜
卒 

業
因
之
略
抄
等
広
写
諸
本
欲
録
一
帖
之
処
同
二
月
十
四
日 

之
朝
悪
党
数
輩
乱
入
一
山
破
損
房
舎
殺
害
住
侶
畢
爰
宗
性 

眼
前
見
彼
悪
行
懐
中
持
此
双
紙
先
陵
東
山
暫
息
楊
生
之
里 

後
赴
南
都
再
還
華
厳
之
室
其
後
当
山
稍
不
静
去
年
空
過
之 

而
今
器
界
漸
複
其
本
住
侶
多
集
此
処
之
間
重
抽
慇
懃
之
誠 

亦
励
抄
出
之
勤
今
此
一
帖
抄
所
結
集
訖
也
此
中
観
兜
卒
記 

之
外
皆
是
祖
師
上
人
御
草
案
也
毎
拝
見
信
仰
之
涙
浮
眼
毎 

読
誦
随
喜
之
思
銘
肝
実
是
末
代
之
要
書
後
学
之
重
宝
者
歟 

志
之
所
之
不
可
不
集
仰
願
依
其
誓
願
答
此
微
功
知
足
天
之 

雲
上
必
遂
上
生
内
院
之
望
鶏
頭
城
之
華
下
遂
結
下
界
値
遇 

之
縁
凡
厥
生
々
父
母
恩
愛
之
類
世
々
同
法
知
識
之
輩
倶
蒙 

大
聖
慈
尊
之
引
接
同
開
中
道
唯
識
之
恵
解
矣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
筆
笠
置
寺
住
侶
沙
門
宗
性 

（
傍
線
は
編
者
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

春
華
秋
月
抄 

第
一
（
三
帖
ノ
内
） 

宋
性 

 

（
宋
性
笠
置
寺
観
音
堂
記
奥
書
） 

記
置
笠
置
寺
東
山
観
音
堂
之
詞
己
下
、
貞
永
元
年
十
一
月
上
旬
之
比
、
於
笠
置
寺
福
城
院
興
円
定
連
房
之

住
房
、
草
之
畢 

 


